
授業改善研修講座 第 6学 年音楽科学習指導案
同 時   0月 130日 (火)5校 時

写騒 筈品違が春晶組
指導者

(男子21発、女子17名、計38名)
高 橋 浩 喜

1 題 材名  き れいなひびきで

2 題 材について

(1)学 習指導要領とのかかわり  .

本題材は、指導要領 [第5学 年及び 6学 年〕A表 現 (1)「音楽を聴いた り楽譜を見たりして演奏

できるようにする。」(2)「曲想や音楽を特徴づけている要素を感 じ取つてヽ工夫 して表現できる

ようにする。」(3)「歌い方や楽器の演奏の仕方を身に付ける。」に関連する内容である。 (1)「音

楽を聴いたり楽譜を見たりして演奏できる」 とは、音楽を聴いて心を動かされ自分も演奏したい

とい う思いや願いをもち、その実現に向けて 「音楽を聴いて演奏する」「楽譜を見て演奏する」た

めの基礎的な能力をしつかり身につけることである。 (2)「出想などを感 じ取つて工夫 して表現す

る」とは、歌詞の内容や楽出の構成を理解 して表現を工夫したり、音楽を特徴付けているソズム、

旋律などの様々な要素について鋭く感 じ取り、それらを生かして曲想を工夫することである。 (3)

「歌や楽器の演秦の仕方を身につける」とは、呼吸や発声、声の出し方に気を付けて歌つたり、

楽器の適切な扱い方、演奏の仕方を身に付けることによつて、豊かに音楽を表現 して楽 しむため

の基礎づくりを行 うことである。本題材では、特に、(2)「曲想を工夫して表現する」を重点的に

扱い、より美 しい歌声や楽器の音色を求めて表現の仕方を工夫したり、声や音が重なり合 う美し

い響きになるように工夫 したりして学習を進めていく。

(2)題 材に関する児童の実態

子供たちはこれまでに、旋律の繰 り返 しや変化を意識 しながら 「夢をのせて」を歌つたり、曲

のまとまりを意識しながら、「エーデルワイス」をソコーダー合奏したりしてきた。また、「オラ

リー」をグループごとに簡単な合奏にして、楽しみながら取り組んできた。

歌唱に関しては、変声期を迎えた男子児童が数名いることもあり、高い音を響かせて歌つたり、

相手の音を聴いてきれいに合唱したりするところまでいつていない。変声期の児童には、無理を

させずオクタープ下で歌わせたり、合唱では低声部を受け持たせるなどしている。器楽演奏に関

しては、リコーダー合奏が大変好きであり、リコーダー出集からきれいな出を選び、2パー トに

分かれてお互いの響きを聴き合つて合奏を楽しんでいる。また、グループごとのリコーダーアン

サンブルにも意欲的に取り組んでいるが、「間違えないで演奏する」「お互いに合わせて演奏する」

ことに止まり、お互いの音を聴いて響きのある演秦を工夫したり、曲にあつた速度や強弱などの

曲想を工夫したりして表現するところまでいつていない。

(3)指導の構想

①歌唱教材 「ふるさと」「広い空の下で」では、歌詞の情景を感 じ取つた上で、声の出し方に気を

付けて旋律が重なり合 う美しい響きのある合唱を工夫していくようにする。また、出にあつた

速度や強弱等を正夫しながら重唱したり、合唱したりしていく。

②器楽教材 「風を切つて」ではt学 級を4つ のグループに分け、小アンサンブルに仕上げていく。

小アンサンブルにすることによって一人一人の役割が大きくなり、責任と自党を持つて演奏に

参加するようになる。また、大編成の合奏に比べ、お互いの息づかいを身近に感じながら合わ

せていくので音に神経をより集中させていくようになると考える。アンサンブルを仕上げる方

法としては、まず鑑賞を通して取り組む楽曲のすばらしさを感 じ取らせる。次に楽出の仕組み

や各パー トの役割を理解した上でグループごとに楽器を選んでいく。さらに、出の速度、強弱、

バランス、打楽器など、出の感 じを工夫しながら響きのあるアンサンブルに練 り上げていく。
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最後にお互いの演奏を聴き合い工夫 したところを認め合 う。

③合秦や合唱の練習の際、自分のパー トの音をつかむためコンピュータを活用する。
一人一人が

「風を切つて」をコンピュータに入力 し、繰 り返 し聴 くことによって効果的に音をつかむことが

できると考える。鶴合的群習の嚇級↓い ま た、速度や強弱、バランス等の工夫の際にもコンピュータ

で作つた 「風を切つて」を聴 くことによつて、よりはつきりとした工夫の観点を示すことがで

きる。

3 題 材の目標
・人の声の特徴を聴いて美 しさを味わつたり、いろいろな楽器の音色を生かしたりして、美 しい響

きで表現することができるようにする。
・二部合唱の響きを味わって歌 うことができるようにする。

4 教 材

ア 山 田耕作の歌曲

イ ふ るさと

ウ 風 を切つて

工 広 い空の下で

5 題 材の評価規準

(1)人 の声や楽器の音色に関心をもつて、美しい響きで表現 しようとしている。 (関心・意秩・態度)

(2)人 の声や楽器の音色の特徴を感 じ取つて、美 しい響きを求めた表現を工夫している。隅受・期OI対

(3)重 なり合 う声の響きや楽器の音色に気を付けて、合唱したり合奏したりすることができる。

(表現の技能)

(4)響 きの美 しさや、演奏形態による表現の違いを感 じ取つて聴 くことができる。  ほ 賞の能湖

6 指 導計画

次 ね ら  い 時 学 習 活 動 評価規準 教 材

1

人の声の特徴を聴いて美しさを
味わったり、声の響きに気を付
けて歌ちたりする。

2

・歌声によるいろいろな演奏形態
の違いや美しさを味わって聴 く。

・情景を想像しながら発声や発音
に気を付けて歌 う。

ア イ ウ

○ ◎

2

声の出し方や楽器の音色を工夫
して、合唱したり合奏 したりす
る。

3

・お互いの響きを確かめながら合
唱表現を工夫する。

・出の感 じや各パー トの役割をつ

かんでグループごとに練習する。

○ ◎ 〇

3

声や楽器の音色の特徴 を生か
し、その重なり合 う響きを味わ
いながら表現する。

５
　
紺

循

・曲の出や強弱の変化を生かして、
表情豊かに二部合唱する。

・楽器の音色や重なり合 う響きを
聞き合つて、表情豊かなバラン
スのよい合奏に仕上げる。

〇 ◎ ◎
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7 本 時の学習指導

(1)本時の目標

グループごとに曲の速さやバランス、強弱などの表現の工夫をして、ひびきのある美しい合

秦をつくり上げる。

(2)本時の評価規準

評価規準 評価規準A 評価規準B 評価規準C C児 童への支援

速 さや強弱など

表現の工夫を し

て演奏 している。

速さや強弱など表

現の工夫を進んで

行い、美しい響き

のある演奏をして

いる。

速 さや強弱など

表現の工夫をし

て演奏している。

演奏することが

精一杯で、表現

の正夫をす るこ

とができない。

相手の音をよく

聴 き、 1つ の要

素だけでも工夫

できるよう支援

する。

(3)展 開

○教師の支援   ◇ 評価

既習出の演奏

○ふるさと

〇ソコーダー合奏

2 学 習課題を把握する。

3 課 題を解決する。

(1)コ ンピュー
タで 「風を切つて」の様々な

演奏を聴く。

(2)工夫する点について話 し合いながら練習

をする。

(3)グループごとに発表しあう。

①工夫した点について発表する。

②グループで演奏する。

③よい点について中心に感想発表する。

4 学 習のまとめをする。

○既習出を歌つたり、ソコーダー出を演奏した

りして音楽的雰囲気をつくる。

○速さやバランス、強弱等、曲の感 じの異なる

演奏を聴き、自分たちの演奏の参考にする。

①カー ドに、「速さ 。バランス ・強弱」などの工

夫する点を記入することによつて、練習の観

点をはつきりさせるようにする。

①子供たちが考えた 「出の感 じの工夫」にそっ

てアンサンブルできるよう支援する。

◇速 さや強弱など表現の工夫をして演奏するこ

とができたか。

出の感 じを工夫 して、「風を切つて」をきれいに合奏しよう。
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を 切 つ て
一 合 泰 の仕 組 み ―

① 圭 せんりつ

② 対 せんりつ

【楽器の例】

リコーダー、 け んハモ、

鉄きん、  ピ アノ、
シンセサイザ‐、
サックスなど

③ かざリパニト ビ木きん、ずアノ 掛

④ 慎を流し  電 カレガン、けんハモ ト

⑤ 低音楽器  電 ルガシ、シンセサイザー掛
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●

グループ

1出 の運きは? = 1 2 0 ～ 1 3 2 )

2バ ランス

3強 弱

パートを大きめに演奏する

パートを小さめに滅養する

を き つて す す―む そ リー  こ ど― くな たび― しろの一 せ かい―  ひ

た。すらかなたヘー あ え―ぎながら― こおるてあしに― い のち たくして― ひょうがに きえた

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20

4そ の他工夫すること
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風を切つて 含 韓 パ 中卜分担毒
グループ

メン′`一

◎ ○

合奏パート

パート パート名 楽器の例 使用楽器 演奏者名

① 豊せんりつ

リコーダー

けんハモ

鉄きん

ピアノ

シンセサイザー

サックス など② 対せんりつ

③ かざリパート

木きん

ピアノ な ど

④ 慎書輝し

オルガン

けんハモ など

⑤ ほ宙韓母

オルガン

シンセサイザー
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キューブミュ■ジウク マ ニュアル

①

②
③

『風を切つてJを 入力して出を覚えよう

1 題 電をつける
名前

① せつてい

② 題名を付ける

③ 『風を切つて」と入力

2 へ 震聞にする

0 4/4拍 子にする。

4 雷符をはりつける。
① ア イコンパーから音符を選んで、赤い線のところにはりつける。

② ま ちがったら、右クリック

5 1行 韓成したら減理してみよう。

再生

速さを変える。  ウ サギとカメマーク

楽器を変える。

アイコンバー ピ アノマーク→別の楽器

6 競 書も入力しよう!

7 中 宙部の入力

① へ んじゅう
② パート

③ ふ やす
④ し ゅるい

⑤ OK

8 低 宙部の入カ

9 保 害をしよう

① フアイル

② 名前を付けて保存
③ ポケットー名前002

④ フアイル名― 「風を切つて」
⑤ 保存ボタン

⑥ X
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